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改版履歴

2022年5月11日 初版発行

2022年7月5日 第二版 マスク処理ボタンの表示変更

2022年7月14日 第三版

• AI処理後の元画像と結果画像の保存
• 検出閾値の効果範囲変更
• 設定画面上にヘルプボタンを追加
• 注意事項（感度高、閾値）を追加

2023年3月3日 第四版
• ラベル(肌落ち箇所)の追加,保存機能
• 設定画面レイアウト変更

2023年6月28日 第五版
• ファイルサービスアップロード機能を追加
• ラベル(肌落ち箇所)のコメント機能を追加
• マニュアルでの変更点はマーカー黄色で記載

2023年10月10日 第六版
• ラベル追加時に岩種を登録する機能を追加
• 一括アップロード機能を追加
• アプリのアップデート方法について追記
• 追加機能に伴うUI変更により画像や文言の一部を変更

2023年12月11日 第七版 • 「撮影～推論編」と「ラベリング～アップロード編」にマニュアルを分割
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1 各種ボタンの説明

① 画像選択ボタン
推論を実行したい画像をデバイス内から選択します。

② カメラ起動ボタン
カメラが起動し、切羽画像を撮影します。

③ 画像回転ボタン
推論用の切羽画像が右に90度回転します。

④ 切羽形状(マスク)選択メニューボタン
推論時マスクとして使用する切羽の形状を作成、
または保存済みの形状を選択します。

⑤ マスク編集ボタン（ ※マスク選択時のみ表示 ）
保存済みの切羽形状を編集します。

② ④

⑨

⑤⑥ ⑩

⑥ 肌落ちラベル追加ボタン（※AI処理実行後有効）
切羽画像に肌落ち箇所のラベルを追加し、保存します。
※「肌落ちAIマニュアル_アップロード編」に詳細を記載

⑦ 一括アップロード
推論済み画像を一括でアップロードします
※「肌落ちAIマニュアル_アップロード編」に詳細を記載

⑧ 切羽画像表示領域
撮影もしくは指定した切羽の画像とマスク画像を表示します。

⑨ 凡例
肌落ち検出箇所に描画されるヒートマップの色の指標です。

⑩ 設定ボタン
検出閾値、カメラ起動、感度、透明度、凡例の設定を行います。

⑦① ③

⑧
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2 画像選択・写真撮影

推論を実行した画像を選択、もしくは撮影します。

・デバイス内の切羽画像を選択して推論する場合

1. アプリ起動画面の「画像選択ボタン」(１-①)をクリック

2. デバイス内のカメラロールが開き、推論したい切羽画像の選択。(下画像左)

・推論したい切羽を撮影して推論する場合

1. アプリ起動画面の「カメラ起動ボタン」(１-②)をクリック

2. カメラが起動するので、切羽を撮影

3. アプリ上の案内に従い撮影を終了、または撮り直しを行う（撮り直しを行った場合は2に戻る）

選択・撮影した画像はアプリ起動画面の「切羽画像表示領域」(１-⑧)に表示され、「AI処理ボタン」が現れます。(下画像右)
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3 マスク（AI処理領域の指定）

デフォルトの選択肢は「3点入力」「5点入力」「非選択」です。（初回起動時は非選択が選択されています。）

3点入力もしくは5点入力を選ぶと、マスクの作成画面が表示されます。（参照：「3-1 マスク作成・編集画面」～）

過去に保存した切羽(マスク)形状がある場合は、5点入力の下に表示されます。（参照：「3-3 マスク選択」～）

マスクを指定する事で、AI処理を実行する領域を指定する事が出来ます。
「切羽形状(マスク)選択メニューボタン」（1-④）でマスク作成・選択します。
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3-1 マスク作成・編集画面
マスクの作成、編集は以下の画面から操作します。

② 削除ボタン(マスク編集時のみ表示)
保存済みのマスクを削除します。

③ 名称変更ボタン(マスク編集時のみ表示)
保存済みマスクの名称を変更します。

④ キャンセルボタン
作成、編集をキャンセルし変更を破棄します。
破棄後は編集開始前のマスク形状に戻ります。

⑤ 編集完了ボタン
マスクの作成、編集を完了し、保存します。

①

① マスク範囲
以下の箇所を操作可能です

• 四角い点
…移動することで、形状を変更できます。
上の点は上下のみ移動可能で、
左右の点は動きが同期しています。

• 枠内中心部
…枠全体を移動できます。

②

③

④

⑤
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3-2 マスク作成

「切羽形状(マスク)選択メニューボタン」（1-④）から、「3点入力」もしくは「5点入力」を選択し、

マスク作成画面からマスクを作成します。

1. マスク範囲の形状を変更します。（参照：「3-1 マスク作成・編集画面」）

・枠上の四角い点、枠内中心部以外…移動する事で形状の変化

・枠内中心部…移動する事で枠線全体を移動

2. 形状が確定したら、「編集完了ボタン」をタップし、名称を入力した後「OK」で保存できます。

「キャンセルボタン」をタップすると作業中のマスク範囲を破棄し、マスクなしの状態になります。

3点入力
形状を変更後に「編集完了」をタップし、
マスク名称を入力して「OK」をタップ

5点入力
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3-3 マスク選択
保存済みのマスク形状は切羽形状メニューから選択できます。

また選択中の切羽形状には、メニュー内の名前左側にチェックマークが付きます。

マスクを指定した状態で推論を実行すると、マスク枠外の検知箇所が結果画像から排除されます。
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3-4 マスク編集

保存済みマスクは編集が可能です。

1. 編集したいマスクを選択後、「マスク編集ボタン」(1-⑤)をタップする

2. 保存されたマスクを編集

※各種ボタンの説明、以降操作の流れについては

「3-1 マスク作成・編集画面」「3-2 マスク作成」と同様です。
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4 AI処理
肌落ちを検出するためのAI処理を実行します。

1. 画像選択もしくは撮影後、「AI処理ボタン」をタップすると肌落ちの検出が始まります。

2. 検出中はスピナーが表示されますので、結果が表示されるまで操作は控えてください。

3. 検出が完了すると結果を表示され、元画像と結果画像が「アルバム」（写真）に保存されます。

実行前にマスクを設定する事で、AI処理領域を指定することができます。(参照：「3 マスク（AI処理領域の指定）」～)

またAI処理後、画像にラベリングを行うことができます。（※「肌落ちAIマニュアル_アップロード編」に詳細を記載）

マスクあり

マスクなし

処理中...
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5 AI処理結果の保存
AI処理実行後、以下の内容で元画像と結果画像が保存されます。

• 結果画像のファイル名： ’yyyyMMdd_hhMMss_バージョン_閾値’
• 元画像のファイル名 ： ’yyyyMMdd_hhMMss_バージョン’ 
• 保存先：アルバム（元画像、結果画像共に同じ）

※「写真」アプリ、カメラロール等から確認できます。

結果画像には推論実行時の日付,時刻,検出閾値,アプリのバージョンが記載されます。
（例：下写真）2023年3月2日の13時26分2秒推論実行,アプリのバージョン2.1、閾値0

結果画像
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6 AI処理詳細設定

① 検出閾値

デフォルト値：0、指定可能範囲（％）：0.0~100.0

推論時の肌落ちの検出閾値を設定します。

値が低いほど多くの肌落ちを検知します。

② 透明度

デフォルト値：0.7、指定可能範囲：0.0~1.0

検知箇所のヒートマップの透明度を指定します。

• 0…透明

• 1…不透明

③ カメラ起動

オンにすると次回以降のアプリ起動時に、

カメラ画面が表示されます。

④ 凡例

デフォルト値：オン

アプリ起動画面のカラーマップの表示、

非表示を切り替えます。

⑤ 戻るボタン

アプリ起動画面に戻ります。

⑥ ヘルプボタン

設定画面の項目についてのヘルプを表示します。

⑤

①

②

③

④

⑥
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6-1 注意事項(閾値について)

閾値を下げることでより多くの肌落ちを検知することができるようになります。
閾値が0で最も多くの肌落ちを検知します。
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